
１ はじめに

小学校学習指導要領及び中学校学習指導要領において、個別の教育支援計画及び個別の

指導計画の作成が明記されました。

２ 「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」とは

個別の教育支援計画 個別の指導計画

目

的

障害のある児童生徒一人一人の教育

的ニーズを把握し、乳幼児期から学校

卒業後までを通じて一貫して的確な

支援を行う。

学校生活において、障害のある児童生徒一人

一人の教育的ニーズに対応してきめ細かな

指導や支援を行う。

内

容

・一人一人の教育的ニーズ

・支援目標

・支援内容及び方法

・支援を行う人及び関係機関

・支援の評価

・引継ぎ事項 等

・本人や保護者の願い

・長期目標及び短期目標

・児童生徒の実態

・考えられる背景

・指導や支援の内容及び方法

・指導や支援の評価（変容） 等

作

成

・支援会議で協議の上作成。

・保護者の了承が必要。

・校内委員会で協議の上作成。

・作成には保護者の参加が望ましいが、了承

がなくても可。

評

価

３年を目安として更新する。小さな改

訂については、その都度行う。

長期目標は１年後、短期目標は学期末ごとに

更新する。

そ

の

他

・卒業や転学の際には、保護者が原本

を進学先（転学先）に引継ぐ。

個別の教育支援計画と個別の指導計画

障害のある児童などについては，特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ，

例えば指導についての計画又は家庭や医療、福祉等の業務を行う関係機関と連携

した支援のための計画を個別に作成することなどにより、個々の児童（生徒）の

障害の状態に応じた指導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に行うこと。

特別支援教育学校コーディネー

ター・学級担任・保護者・各関

係機関（教育・医療・福祉・労

働等）・場合によっては本人 等

特別支援教育学校コーディネータ

ー・学級担任・教科担任・養護教諭等



３ 「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」の作成

○作成の流れ(例)

○個別の教育支援計画の作成手順と留意点

～ 実態とニーズに応じた目標や内容を設定しましょう！ ～



○個別の指導計画の作成手順と留意点

児童生徒の学習＆生活にかかわる実態を的確に把握する。

個々の実態に即した指導目標を明確に設定する。

＊「子どもに何を身につけさせるか」

個々に適した指導方法や指導体制，授業形態等を設定する。

・児童生徒の実態の背景（要因）を分析し、それに基づ
いた目標及び指導方法を記述する。

＜支援を考えるヒント＞

これだけはＮＧとこうすれば上手くいったを記録する。

「できた・できない」の評価ではなく、どのように変容し

たかを記す。

②目 標 の 設 定

④指 導 の 実 際

⑥次年度への引継

障害の状況、家庭生活の様子、学校生活の様子、
保護者や本人の願い、医療・福祉からの情報 等

１ 注意を喚起してから指示を出す。→ 時間をおいて注意を喚起する。

２ 指示や言葉の数をしぼる。→ 指示の内容は明確に示す。

３ 活動の量や指示の仕方を少なくする。

４ 活動は分割して示す。大切なことは繰り返す。

５ 活動に見通しをもたせる。→ 一連の活動が終わったら必ず確認する。

６ 無理な要求はしない。

７ 視聴覚教材・教具を積極的に生かす。

８ 行動のルールを決める。→ してよいこと，悪いことはきっぱりと示す。

９ よい行動はしっかりと賞賛し評価する。→ よい行動の体験を積み重ねる。

10 対人関係や生活を円滑にする言葉・遊び・行動・生活習慣に関する「ソー

シャルスキルトレーニング」を取り入れる。

11 クールダウンの場所や方法を決めておく。

①実 態 把 握

「長期目標」設定のポイント

・１年後の姿を見通した目標にする。

・知的能力や発達段階を考慮する。

・子どもや保護者のニーズに合った

目標にする 。

「短期目標」設定のポイント

・長期目標を達成するための具体的な目

標にする。

・曖昧な表現を避ける。

（例：きちんと・その子なりに等）

・誰が見ても評価できる観察可能な行動
を目標にする。

（例：わからない時には「教えて」と言う。等）

③指導計画の作成

⑤評 価

・年度内に来年度の個別の指導計画案を作成しておく。

・保管には十分注意する。


